
小峯秀雄教授（早稲田大学理工学術院） 土木学会研究業績賞受賞記念講演会 

共催：茨城大学防災・環境地盤工学研究室 

早稲田大学地盤工学研究室 

一般社団法人地域国土強靭化研究所 

 

小峯秀雄先生が本年 6 月に土木学会研究業績賞を受賞されたことを記念いたしまして，講演会

を対面・オンライン併用にて開催いたします（申込：不要）．研究の道に進まれた経緯，学生～若手

～中堅の時期に考えていらっしゃったこと，各研究テーマにたどり着いた裏話などをお話頂く予定で

す．企業にお勤めの皆様，また，これから卒業研究・修士研究が本格化する方，研究に興味のある

方など，学生の皆様におかれても貴重なお話を聞ける機会になると思いますので，ぜひご参加頂け

ますと幸いです． 

 

〇日時：2025 年 9 月 17 日(水) 15:30～17:00    受付:15:00～ 

〇場所(対面)：茨城大学工学部日立キャンパス E1 棟 2 階 21 教室 

  キャンパスへのアクセス：アクセス｜茨城大学工学部 構内案内図：次ページをご覧ください． 

〇オンライン参加用 URL：Microsoft Teams 今すぐ会議に参加する  

会議 ID: 472 257 565 670  

パスコード: 8Ra6G8mL 

 (※ご質問時以外はミュートにてご参加ください) 

〇プログラム： 

15:30～ 開会 

        ご挨拶 (一社) 地域国土強靭化研究所代表理事・茨城大学名誉教授 安原一哉 

15:40～ 小峯先生ご講演 

   タイトル：『ただ，目の前のことを全力で楽しんでいただけ～“ひらめき”は必ず来る！～』 

  16:30～ 質疑応答 

  17:00   閉会 

〇参加費：無料（※本講演会では，CPD 単位を発行いたしません．ご了承ください．） 

〇連絡先：茨城大学工学部都市システム工学科・伊藤大知 daichi.ito.ev17@vc.ibaraki.ac.jp 

 

https://www.eng.ibaraki.ac.jp/generalinfo/access/
https://teams.microsoft.com/l/meetup-join/19%3ameeting_NzliM2U3NjYtMzJkMC00ZWVkLTkwMzEtZGJhODQxYTEzYTAw%40thread.v2/0?context=%7b%22Tid%22%3a%221eb20313-c289-413b-8ab9-146f41fff73b%22%2c%22Oid%22%3a%22d0174427-7e40-4559-b532-09133a4eea20%22%7d
mailto:daichi.ito.ev17@vc.ibaraki.ac.jp


 

日立キャンパス 構内案内図 



研究を行っているときの心模様・感じ 

早稲田大学 小峯秀雄 

 

研究をしている時は「わき目もふらず」って感じ．ふれないって感じ．一心不乱． 

脳の奥の方が熱くなる思考，眉間に皺が寄っているかも・・・ 

人の役に立ちたい．社会への貢献． 

戦争は大嫌い．災害も大嫌い． 

 

没頭するには，少し時間が必要． 

 

深く思考している時期は，アベンジャーズ的な映画を． 

深い思考に入れず調子が悪い時は，問題提起型の映画鑑賞を．例えばオッペンハイマー（2023）とか 

 

基礎としての物理学，化学，生物学などにワクワクする． 

歴史や心理学も． 

 

勉強は嫌い．「勉めて強いる」なんてヤダ！ 

学問は大好き．自ら「学び問う」 

常に，そうありたい，「学び問う」 

 

思考がうまくまとまらないときは，しょっちゅうある． 

考えることが嫌になる． 

そういうときは，無理せず，他のことを． 

だからこそ，研究テーマを数多く持つ． 

大いなる好奇心を． 

 

研究テーマは，その辺に，たくさん転がっている． 

それを拾いに行こうとするかどうか． 

 

考えたら，試すこと． 

実験が大好き． 

そして，データに基づき，定量的に現象を想像することが大好き． 

 

研究進展のヒントは，議論の中に． 

“ひらめく”こともある． 

それがもっとも大切．だから，議論をすべき． 

自分の意見を持ち，口に出す． 

 

“ひらめき”は甘美な経験． 

“ひらめき”は，いつか必ずくる． 
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